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「みささっ子教育ビジョン」とは

三朝町では、青少年教育のあり方や方向性などの指針を示すため、平成18年３月に「三朝町教育ビジョン」を策定し、こ
れに基づく教育行政を進めてきました。

しかし、近年の社会情勢は目まぐるしく変化しており、生産年齢人口の減少、グローバル化の進展、急速な情報化や技術
革新に伴う厳しい激動の時代が到来しています。そして、多様化する社会の中で、新しい時代を生きる子どもたちに必要と
なる力を育成することが、今後の教育に求められています。さらには、学力・体力や学習意欲の向上、規範意識の醸成、生
活習慣の見直し、いじめ・不登校への対応、特別支援教育の充実、家庭や地域との連携・協働など、従来からの継続した課
題への取り組みも重要性を増しています。

本町は平成31年度に小学校を統合した後、平成32年度に小学校、平成33年度は中学校で新学習指導要領の全面実施を控
える中、こうした状況を踏まえて教育の基本理念や施策の方向性を示し、保育所・こども園・学校・家庭・地域・行政が一
体となって子どもたちを育てていくため、“みささっ子”の育成に特化したビジョンを策定したものです。

みささっ子教育ビジョンの位置付けと対象範囲・期間

本ビジョンは、平成31年度から実施となる「第11次三朝町総合計画」および、平成27年度から実施されている「三朝町
まち・ひと・しごと創生総合戦略」と連携し、かつ、三朝町総合教育会議において平成27年６月に策定された「三朝町教育
大綱」の示す理念のもと、他の関連計画との整合性を図りながら、“みささっ子”の育成に特化した基本目標や施策の基本的
方向、具体的な施策をまとめたものです。

また、三朝町が主体となって教育を行う保育所・こども園、小学校、中学校に通う“みささっ子”を対象とし、それらの教
育と一体的な取り組みを行うことが必要になる就学前および高等学校、大学等と連携した教育についても対象に含めるもの
とします。

なお、平成31年度を初年度とする平成40年度までの10年間を計画期間とし、社会情勢の変化などにより、必要性を見極
めながら適宜見直しを行うものとします。

基本理念
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目指す子ども像：自ら学び、身に付けた知識や技能を活用できるみささっ子

Ⅰ．学ぶ意欲の醸成と学力向上

基礎的・基本的な知識や技能が確実に身に付くよう、一人ひとりの能力に応じたきめ細かな学習指導を行い、主体的

に学ぶ意欲・態度を育んで学力向上を図ります。

【具体的施策】 ○ 一人ひとりに応じたきめ細かな授業の推進 ○ 自主的な学習活動の推進

基本目標(１) 確かな学力の育成

子ども像の実現

Ⅱ．教育課題に対応する教育の推進

必要な知識・技能の習得につながる教育を推進し、教科内容の理解を促進します。

【具体的施策】 ○ 教育研究の推進 ○ 外国語教育の充実 ○ キャリア教育の推進

○ 情報教育の充実

Ⅲ．特別な教育的支援の充実

家庭や医療・福祉関係者と連携し、特別な支援が必要な子ども一人ひとりの状況に応じた

教育的支援を計画的に進めます。

【具体的施策】 ○ 特別支援教育の推進

Ⅳ．学びの連続性を重視した教育の推進

各教科・各学年相互の関連を図り、一人ひとりの発達や理解に応じた系統的・発展的な教育を行うため、小中学校間

の情報交換および連携をさらに推進します。

【具体的施策】 ○ 保小中連携の推進 ○ 小中連携教育の推進

成果指標
※現状値は、平成30年度全国学力・学習状況調査結果による。

現状値(2018年度) 目標値(2028年度)

全国学力・学習状況調査において、全国平均値を100としたときの
全科目平均値

小学生 110
中学生 105

小学生 116
中学生 112

「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり
どれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家
庭教師に教わっている時間も含む）」という質問に対して、１時間以
上と回答した児童生徒の割合

小学生 82.1％（全国 66.2％）
中学生 81.9％（全国 70.6％）

小学生 90％
中学生 90％

「将来の夢や目標を持っていますか」という質問に対して、肯定的
な回答をした児童生徒の割合

小学生 73.2％（全国 85.1％）
中学生 83.6％（全国 72.4％）

小学生 90％
中学生 90％

目指す子ども像：自分と他人の良さを認め、互いに尊重し合えるみささっ子基本目標(２) 豊かな心の醸成

Ⅰ．豊かな心の育成

Ⅱ．情操教育の推進

成果指標
※現状値は、平成30年度全国学力・学習状況調査結果による。

現状値(2018年度) 目標値(2028年度)

「自分には、よいところがあると思いますか」という質問に対して、
肯定的な回答をした児童生徒の割合

小学生 87.5％（全国 84.0％）
中学生 80.0％（全国 78.8％）

小学生 90％
中学生 85％

「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」
という質問に対して、肯定的な回答をした児童生徒の割合

小学生 94.7％（全国 96.8％）
中学生 100％（全国 95.5％）

小学生 100％
中学生 100％

「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり
どれくらいの時間、読書をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は
除く）」という質問に対して、10分以上と回答した児童生徒の割合

小学生 64.2％（全国 66.2％）
中学生 49.0％（全国 53.5％）

小学生 75％
中学生 60％

目指す子ども像：いのちを大切にし、健康でたくましいみささっ子基本目標(３) 健やかな体の育成

Ⅰ．体力向上の推進

子どもの発達段階を考慮しながら、遊ぶ時間や体育の時間をはじめとするさまざまな機会を

利用して、体力および運動能力の向上と運動に親しむ態度の育成を図ります。

【具体的施策】 ○ 体力づくり活動の充実 ○ 部活動・スポーツ少年団活動の推進

子どもたちが自分の良さを知るとともに、他人の痛みや悲しみを理解できる優しさ、協調性などを育むことができる

環境づくりを目指します。

また、不登校児童生徒を含めた児童生徒の悩みに対する相談体制を充実します。

【具体的施策】 ○ 道徳的実践力の向上 ○ 教育相談機能の充実

文化・芸術に触れ、さまざまな活動を主体的に経験する機会の充実を図り、情操教育を推進します。

また、読書のおもしろさ、大切さを児童生徒に伝えられる環境づくりを推進します。

【具体的施策】 ○ 文化・芸術体験の充実 ○ 部活動・スポーツ少年団活動の推進 ○ 読書に触れる機会の充実

○ ボランティア活動の推進



Ⅱ．健康教育の推進

食育や健康教育について、家庭や地域と連携し、日常生活の中で継続的に行います。

【具体的施策】 ○ 食育の推進 ○ 保健教育の充実 ○ いのちを大切にする教育機会の提供

成果指標
※現状値は、平成30年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果および、

平成30年度全国学力・学習状況調査結果による。

現状値(2018年度) 目標値(2028年度)

全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果における児童生徒の総合
評価（A～Eの５段階）において、３段階以上（A～C）である児童生徒
の割合

小学生 83.6％（全国 74.3％）
中学生 92.0％（全国 80.1％）

小学生 90％
中学生 95％

「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きです
か」という質問に対して、「好き」と回答した児童生徒の割合

小学生 83.6％（全国 64.4％）
中学生 49.2％（全国 55.7％）

小学生 90％
中学生 80％

「朝食を毎日食べていますか」「毎日、同じくらいの時刻に起きて
いますか」「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」という質問に
対して、肯定的な回答をした児童生徒の割合の平均値

小学生 94.6％（全国 86.8％）
中学生 91.5％（全国 85.5％）

小学生 100％
中学生 95％

目指す子ども像：ふるさとを愛し、ふるさとに誇りをもつみささっ子基本目標(４) ふるさと愛の醸成

Ⅰ．ふるさとを愛する教育の推進

地域の魅力ある資源を活用し、本町の歴史や産業、文化への理解を深めます。

また、地域の環境や災害についての学びをとおして、ふるさとを守るという地域防災意識を高めます。

【具体的施策】 ○ 特色ある総合的学習の充実 ○ 郷土歴史学習・文化体験の充実 ○ 地域防災教育の充実

基本目標(５) 豊かに関わる力の育成

Ⅰ．社会参画意識の醸成

体験活動やボランティア活動を通じて、基本的な生活習慣や責任を持って役割を果たす力、社会生活上のきまりを守る

態度といった社会性を身に付けます。

また、環境保全の大切さを理解し、ふるさとの環境を守る意識を醸成します。

【具体的施策】 ○ ボランティア活動の推進 ○ 環境教育の推進

Ⅱ．多様な交流活動の充実とコミュニケーション能力の向上

さまざまな関わりを通じて多様な人間関係を築き、コミュニケーション能力や社会性を育む

教育を推進します。

【具体的施策】 ○ 特色ある総合的学習の充実 ○ 異文化交流活動の推進

Ⅲ．視野の広い人材育成の推進

国際社会の一員として必要な、異文化を理解し受容する態度や能力を高める教育を充実させ、平和の尊さへの理解を深

めるための平和教育を推進します。

【具体的施策】 ○ キャリア教育の推進 ○ 国際理解教育の充実 ○ 平和教育の充実

Ⅱ．ふるさとに触れる機会の充実

ふるさと三朝町に誇りと愛着を持ち、その発展に貢献しようとする子どもを育てる教育を推進します。

【具体的施策】 ○ 食育の推進 ○ ボランティア活動の推進 ○ 青少年育成支援体制の推進 ○ 学校図書館の充実

成果指標
※現状値は、平成30年度全国学力・学習状況調査結果による。

現状値(2018年度) 目標値(2028年度)

「地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか」と
いう質問に対して、肯定的な回答をした児童生徒の割合

小学生 71.5％（全国 63.8％）
中学生 67.3％（全国 59.3％）

小学生 80％
中学生 80％

「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありま
すか」という質問に対して、肯定的な回答をした児童生徒の割合

小学生 41.0％（全国 49.9％）
中学生 49.1％（全国 38.7％）

小学生 60％
中学生 70％

「今住んでいる地域の行事に参加していますか」という質問に対し
て、肯定的な回答をした児童生徒の割合

小学生 94.6％（全国 62.7％）
中学生 69.1％（全国 45.6％）

小学生 100％
中学生 80％

「これまでに受けた授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域
の人と関わったりする機会があったと思いますか」という質問に対し
て、肯定的な回答をした児童生徒の割合

小学生 78.6％（全国 74.4％）
中学生 81.8％（全国 68.7％）

小学生 100％
中学生 100％

子ども像の実現支援

成果指標
※現状値は平成30年度全国学力・学習状況調査結果による。

現状値(2018年度) 目標値(2028年度)

「児童生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができていると思いますか」という質問に対して、
肯定的な回答をした児童生徒の割合

小学生 75.0％（全国 77.7％）
中学生 81.8％（全国 76.3％）

小学生 80％
中学生 85％



基本目標(７) 教育環境の充実

基本目標(６) 教育コミュニティづくりの推進

Ⅰ．地域一円の学校支援

子どもたちの生活・成長に関わる場面で子どもたちを見守り、支えていくため、学校・家庭・地域・行政が、それぞ

れの立場から連携し、地域が一体となって学校を支援する仕組みづくりを進めます。

【具体的施策】 ○ 学校サポート隊の充実 ○ 青少年育成支援体制の推進

Ⅱ．開かれた学校づくりの推進

地域に支えられる学校が、地域に貢献できる学校となるための取り組みを

推進します。

【具体的施策】 ○ 学校施設の開放 ○ ボランティア活動の推進

○ コミュニティ・スクールの導入

Ⅲ．安心で安全な学校づくりの推進

安心で安全な学校を維持していくための取り組みを充実します。

【具体的施策】 ○ 学校防犯対策の充実 ○ 交通安全対策の充実 ○ 子ども見守り隊活動の充実

成果指標 現状値(2018年度) 目標値(2028年度)

教育コミュニティづくりの推進に関する協議会の設立および開催回数
各校に学校支援委員会を
設置し年４回会議開催

各校年４回

「学校サポート隊」登録者数 ４校計 50人 ２校計 100人

Ⅰ．学校教育における質の向上

教職員が、児童生徒と向き合う時間と心の余裕を十分確保できる支援体制を充実させます。

また、学校運営および教職員における質の向上を図るため、適切な評価と積極的な情報公開、研修などを行います。

【具体的施策】 ○ 教職員の働き方改革および子どもと向き合える体制づくり ○ 特色ある学校づくりの推進

○ 教職員の資質向上推進 ○ 学校組織運営体制の充実

○ 開かれた学校の推進

Ⅱ．学校施設の整備充実

充実した教育活動を展開するため、校舎の老朽化に対応しながら、学習環境・職場環境の改善を

図るとともに、より良い教育環境づくりを計画的に進めます。

【具体的施策】 ○ 教育拠点および内部設備の検討と適切な整備 ○ ＩＣＴ環境の整備推進

Ⅲ．児童生徒の通学支援

誰でも安心して安全に通学できるよう児童生徒への支援と、放課後における子どもたちの快適な居場所づくりに取り

組みます。

【具体的施策】 ○ 通学にかかる負担の軽減 ○ 安心して通学するための特別な支援の継続

○ 学童クラブ施設の検討と適切な整備

成果指標 現状値(2018年度) 目標値(2028年度)

町費負担教職員配置数と児童生徒数に対する加配比率
※2028年度の児童数183人、生徒数142人で算出

小学校 ８人
→ 40人に１人
中学校 ６人
→ 31人に１人

小学校 ７人
→ 26人に１人
中学校 ７人
→ 20人に１人

教職員１人当たりの年次有給休暇取得日数
※現状値は2017年度、目標値は2027年度の数値

平均 10日 平均 15日

小中学校に整備されたタブレット端末を含む教育用コンピュータ１台
当たりの児童生徒数
※特別支援学級用を除く

小学校 7.9人
中学校 4.3人

小学校 ３人
中学校 ３人

小中学校普通教室および特別教室におけるエアコンの整備率
小学校 22.2％
中学校 20.8％

小学校 100％
中学校 100％

学童クラブ施設における１室内の最大児童数 85人 40人

成果指標
※現状値は平成30年度全国学力・学習状況調査結果による。

現状値(2018年度) 目標値(2028年度)

「地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか」
という質問に対して、肯定的な回答をした児童生徒の割合

小学生 66.1％（全国 62.6％）
中学生 89.1％（全国 73.6％）

小学生 75％
中学生 95％

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」という質問に対して、
肯定的な回答をした児童生徒の割合

小学生 98.2％（全国 95.2％）
中学生 94.5％（全国 94.9％）

小学生 100％
中学生 100％



家庭・地域の皆さんへ

「みささっ子教育ビジョン」の基本理念を実現するためには、保育所・こども園・学校・家庭・地域・行政が一丸となり、

みささっ子の成長に向け、“同じ思い”を持って連携・協働していくことが不可欠です。

保育所・こども園や学校、行政もそれぞれの役割を果たしていくこととなりますが、家庭や地域の皆さんにおかれましても、

本ビジョンに対するご理解とご協力をお願いします。

「地域」への期待

～教育ぐるみの教育参画と学校支援～

● 豊かな人間性を育むさまざまな体験・交流の機
会を、子どもたちにご提供ください。

● 地域全体で学校を支援し、また子育てや家庭教
育を応援してください。

● 企業の皆さんは、子育てを支援する職場環境づ
くりを進めてください。また、専門性を生かし、
教育活動へ積極的にご参画ください。

「家庭」への期待

～教育の原点としての役割の実践～

● 心の拠り所として、子どもを温かく育んでくだ
さい。

● 教育の原点として、子どもが基本的な生活習慣
を身に付け、心身ともに成長するよう支えてあ
げてください。

● 学校教育には、学習習慣や運動習慣の定着など、
家庭の協力により効果の高まるものが多くあり
ます。学校との連携を深め、教育効果の向上に
ご協力ください。

● ＰＴＡや子ども会活動の重要性を
理解し、取り組みにご参画ください。

「保育所・こども園・学校」の役割

～信頼される教育の実現と開かれた環境～

● 子どもたちの「自立する力」と「共に生きる
力」を育みます。また、子どもたちが安心して
生活できる環境づくりを進めます。

● 職員・教員が高い志と使命感を持って、子ども
たち一人ひとりの大いなる可能性を引き出して
いきます。

● 地域に開かれた信頼される教育環境づくりを進
めます。

「行政」の役割

～質の高い教育環境の創造～

● 子どもたちの学びが充実するよう、学校を支援
し、質の高い教育環境を創ります。

● ビジョン実現に向けた計画などを整え、学校や
教職員に必要な助言などを行います。

● 保護者、地域、企業の皆さんに教育活動へ参画
いただけるよう、働き掛けや支援などを行って
いきます。

● 学校を含めた組織全体がうまく機能するよう、
質の高い組織運営を行います。
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